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SPECT及 び PETは 人体に投与した放射性同位元素QI)か ら発せられるγ線や,陽 電子

の消滅の際に放出される消滅放射線を検出し,人体におけるRI分布を描画する装置である。

診療放射線技師が扱う装置の大半は放射線を検出することで画像化されるが,上 記したよ

うな核医学装置での検出時間は他のイメージング装置に比べて長いことが挙げられる。こ

れは,あ る程度の形態情報と診断情報を得るためには高計数を得なければならないことに

寄るが,こ れによるデメリットとして検査時間の長さとともに,ラ ンダムノイズも多分に

影響してくる。

上記の装置の画像再構成法として,CTに おいても使用されているフィルタ補正逆投影

(FBP)法などが用いられる。FBP法 の手順として,被 写体をラドン変換することでサイノ

グラムを作成し,フ ージエ変換により周波数領域において再構成フィルタを掛け,逆 フー

ジエ変換でサイノグラムに戻し,逆 投影を行うことで完成される。これによる問題点とし

て,フージエ変換によつて画像全体を周波数変換し,そ こに再構成フィルタを掛けるため,

画像における信号と雑音の両方を同様に強調 し,最 終的な再構成画像の信号対雑音比

(SNR:signal to noise ratiojの劣化が生じる。

つまり,核 医学検査の収集法と再構成法の二つの過程より,核 医学画像ではノイズの影

響が大きいことが挙げられる。

本研究では,プ ログラム開発言語 MicrOsOtt Visual Studio。〕湿W2003C++を 用い,

SPECTや PETで 一般的に用いられているFBP法 での途中過程に1次元Haarウ ェーブレ

ット変換を組み込むことで雑音低減を試みた。再構成フィルタとして r卸叩
‐Hanningフ ィ

ルタを用いたFBP像 を従来法とした。提案手法として,サイノグラムに対し,1次 元Haar

ウェーブレット変換を行い,低周波成分と高周波成分とに分解する。低周波成分にはramp

フィルタを掛けて高周波強調を,高 周波成分にはramp・Hanningフ ィルタを掛けて高周波

抑制を行い,月U々に画像再構成を行い,最 終的にそれぞれの再構成画像を足し合わせて雑

音低減を試みた。分解能測定として,画 像中心にデルタ関数を配置させた原画像を再構成

し,半 値幅(F蜘 :血■width at harmaxlmunを測定した。雑音測定として,変 動係数

(COV i coettcient ofvariatioO,平均二乗誤差(RMSE:root mean square erroDを測定し

た。計算機シミュレーション実験及びファントム実験に本手法を適用させた。

結果として,本 手法により,通 常の FBP法 とほぼ同等の半値幅を有した上で,COVと

RMSEに 約 10%減少した値を得ることが出来た。


